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4. 学部・研究科教育活動報告 





院修了要件である SPA (Software Practice Approach) としても認定を行うものである．また，研究内容によっては，学









 PBL におけるプロジェクトの実施にあたり，各プロジェクトに最高 50 万円までの物品の購入を認める．なお物品につ
いては，基本的には貸し出す形をとり，消耗品を除き，プロジェクト終了後に返却を求める． 
【申請課題】 
平成 21 年度の PBL 申請プロジェクト名は以下の 10 件である（途中辞退を除く）． 
PBL 番号 タイトル 代表者 
PBL2009-1 ソーシャルエンジニアリング対策教材の開 千葉 緑 
PBL2009-2 モバイル環境に適した印刷サービスPrinterSurf の印刷形式の拡張 齊藤 達郎  
PBL2009-3 柔軟な映像視聴機能を持たせたWEB アプリケーションの開発 磯貝佳輝 
PBL2009-4 脳波を利用したロボットの動作制御システム 水野 佑治 
PBL2009-6 地方への顧客誘導促進システム「いわてフォトアルバム」の構築 小松 一星 
PBL2009-7 位置情報を用いた観光アルバムマップとルート作成支援システム 佐々木 研弥 
PBL2009-10 携帯端末でのニューラルネットワークを用いた数字漢字変換プログラム開発 鈴木 悟史 
PBL2009-11 センサネットワークによるアパートの温湿度を監視するシステム 阿部 瑠美子 
PBL2009-13 RBF ネットワークを用いた顔認証による入室管理システムの構築 山下 和彦 








日時 平成 22 年 2月 19 日 13:00 から 16:30 
会場 アイーナキャンパス学習室１，４ 
展示方法 ブースを設置してのポスターセッション形式とした．各ブースにパネル（幅 90cm×高さ 210cm）１枚，
机と椅子，および電源を用意した． 
展示発表数 10 件 
プログラム 13:00 開会式 
挨拶：石亀研究科長 
13:10 発表開始 


















・盛岡タイムス（平成 22 年 2 月 24 日水曜日８面） 
「脳波利用ロボの研究も 県立大情報学部大学院生発表会」 
